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１９９０年代以降、国際平和協力活動をはじめとして
自衛隊の役割はますます増大している。

自衛隊の「管理」から「活用」へ
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わが国の防衛政策の基本構造わが国の防衛政策の基本構造
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目 的 手 段 具体的な方法



自衛隊による国際平和協力活動自衛隊による国際平和協力活動

国際平和協力業務国際平和協力業務

国際緊急援助活動国際緊急援助活動

国際テロ対応のための活動国際テロ対応のための活動

海賊への対処海賊への対処

イラク国家再建に向けた
取組への協力

イラク国家再建に向けた
取組への協力

大量破壊兵器の不拡散
(PSI)などへの取組

大量破壊兵器の不拡散
(PSI)などへの取組

（本年２月に終了）

インド洋での補給支援活動

ソマリア沖・アデン湾における
海賊対処行動

ＰＳＩ阻止訓練への参加など

いわゆるＰＫＯなど

被災国での医療活動など



陸自中央即応集団の編成陸自中央即応集団の編成
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自衛隊が実施した国際緊急援助活動自衛隊が実施した国際緊急援助活動



アフガニスタン難民救援
（01.10）

イラク難民救援（03.3-4）
イラク被災民救援 （03.7-8）

モザンビーク（ＯＮＵＭＯＺ）
（93.5-95.1）

PKOミッション（政治ミッションを含む）
赤字は派遣中

国際的な人道救援活動

ネパール（ＵＮＭＩＮ）
（07.3-）

ゴラン高原（ＵＮＤＯＦ）
（96.2.-）

東ティモール（ＵＮＴＡＥＴ、
ＵＮＭＩＳＥＴ） （02.2-04.6）

カンボジア
（ＵＮＴＡＣ）
（92.9-93.9）

東ティモール避難民救援
（99.11-00.1）

ルワンダ難民救援
（94.9-12）

ＰＫＯ法に基づく自衛隊の派遣実績ＰＫＯ法に基づく自衛隊の派遣実績

スーダン（ＵＮＭＩS）
（08.10-）



海外への資源の依存海外への資源の依存

出典：外務省作成資料



現在活動中の国連平和維持活動現在活動中の国連平和維持活動

出典：防衛白書

主要な海上交通路
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単位：人

参考：国連ＨＰ（平成2１年7月31日現在）

注：平成21年7月31日現在、我が国はPKO法に基づき、ＵＮＤＯＦ(ゴラン高原)に46名、ＵＮＭＩＮ(ネパール)に6名、ＵＮＭＩＳ
（スーダン）に2名、計54名の要員を派遣。しかし、UNDOFに派遣している46名のうち15名は自隊管理要員（PKO要員であるが、
主として自国部隊のために業務を行い、国連によって派遣経費が賄われないもの）であるため上記国連統計には含まれない。

国連ミッションへの要員派遣の現状国連ミッションへの要員派遣の現状

～上位5カ国、Ｇ8諸国及び近隣アジア諸国～


